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第2部第§章

　1．全能の神に対する我々の絶対的騒従から生

ずる．入閣紅対する絶対的撮従に関する露難’縫の

提示。2．この轟難盤は，懇書を解験することが蟹

家共同体の主権的権威考に依鑓することを否定す

るキ！ナスト教徒達の申にのみ菩在するというこ

と。3．人鷺の法は，人びとの良心を統治するため

に作られるのではなく，稜らの言葉と行為を統治

するために作られる。護．全ての物事において，キ

》スト裁縫が破らの主権者1こ対して負うべき綴従

を証塾する聖書グ）箇所。5、猛輝の基本的な要点

とそこからの羅生物との区甥の提示。蓉．基本的

儒輝の要点のi説鞘。7．それらの基本的な要点を

鱈ずることは，鶴1郷としての救済を求めることに

全てつながる。8．基庫的ではないその縫の要点

は，信蘇iの零梅としての救済に必須のものではな

い。ある人の救済への信鯵の方法は，飽の人につ

いても講様である。9．｛寡鐸の要点ではないその

勉0）派生物がキサスト教徒にとっては必須であ

る。舞、鶴鐸と正義とはどのようにして救済に共

欝1するか。縫．キリスト教的縫家業響体において

は，神と人とへの霰従が両立する。鴛．ど」）よう

なことであれ，良心1こ反することは罪であるとい

うこの信条の解験。欝．全ての人は，ある人聞的

権威に論争を委託する必然性を認めるというこ

と。翼、キ1タスト教をイ言じていない考‘の下におけ

るキサスト教徒は，それが救済に必須である緩擁

にとって重要である梅事については，抵撫こよら

ないで，その人の命令に従わない不豊義を免除さ

れる。

体には玉喜穂と統治力濫£・然窪誓に要求されるという

を
㎞ケ

議体に，主権的権力という名辞の纏らかの権力が

存窃すべきであ辱．その蟹家共購体の成嚢がそれ

に従孝）ないことは会法的でないことをこれまでに

述べてきた。さてそこにはひとつの羅難姓が生ず

る．それは，もしその麗難牲が験去されなければ，

、と記グ）ように要求する絶麟的主権者の命令の下に

自分を麗く考を合法的ではないとするもぎ）であ

る。その鶴難姓とは，次のようなものである。我々

は我々の申に我々の行為の規購のための神グ）重罪

　全能の神に隣する我々の絶蠕約籔鍵から生ず

　　る，人隙こ鰐する絶対的霰従に薦する醒難控

　の提示。

　どのような醗家業鷺体であれ，全ての国家共㌶

　　そしてそこには…人」）人縫もしくは人々の合

工
．
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を欝つ、さてここにおいてもし我々がまた，人簡

の命令1こよって行為を行うよう義務づけそれにも

また従うようにすると，神の命令と人1欝の命令が

異なった蒔に1まッ我々は人聞よ参も神に従うべき

であり，帰結として，一人の人鷺への全員の籐従

という奮言納め雀合法的ではないと二なってしまう，　と

いうことで㌧ある。

2．こび）墨難甕は，慶書を解釈することが国家共

　認体の主権的権威考に依絶することを否定す

　　るキサスト教徒達の中にのみ存在するという

　　こと。

　この難問は，この縫舞においてずっと普から存

在していたのではない。ユダヤ人の懇では，その

ようなディレンマはなかった。というのは，彼ら

の鍵俗の法と神の法とは一つであ鞍，それはモー

セの法だったからである。すなわちその解殺者は．

その権力が王0）権力に従霧する祭司だったからで

ある。そしてそれはモーセの権力に対するアロン

の権力のようなものであった。それ．はまた，ギリ

シャア人，ローマ人そしてその飽の異邦人の閣で

も見受けられたことは議講の余地がない。という

のは，それらの藷幾簾の聞では，披らのいくつか

び）鍵俗の法が，それによって正義と道徳ばかりで

はなく宗教も欝定される矯鱗だったからであむ，

そして神に対する外的な崇拝が決められ，示され

たからである。そこにおいて神を糞に崇拝するこ

とは，「法に従いながら服ταταび。μ曜副とい

うことであった。そしてまた欝一マ溝教の現量的

な支醗の下に留まるキ｝穿スト教綻達も，この開題

から嚢虫であった。というのは，彼らは，彼らの

主権者であるローマ司教に，司教が自分霞身の半1窪

懸で遅しいと思うように，梯の法である肇書の解

親を許したからである。したがって亨この難闘は，

1奎書の意瞭を，後ら自身の縫人的な解繰によって，

もしくは公的な権威とは呼べない者の解萩によっ

て得るキ縫スト教徒の閥に残拳，綾らを簸ますこ

とになった。彼らは，喪心の白歯を要求し，彼ら

i…i身の解職に羅熱する。蟹家業1講体の主権者に

よって定められたものではない者達の解殺に従う

2韓青年慕羅

人々は，嚢俗の権力を超えて，もしくは少なくと

もそれに依擬しない権力を宗教の事構において要

求するのである。

3．入閣の法は，人びとの良心を統治するために

　｛乍られるので1まなく，彼らの言葉と行為を統

　治するために作られる。

　聖馨における棒の量弊を自分臨場で解験する者

達の闘毒こおいて，人．闘の法に従うことに婁難ずる良

心のつまずきを取り去るために，いくつかの考察

を提倹しよう。まず第一に，人間σ）法は，毒や身

体ヂ）その地の部分の行為紅関わる事を除けば，大

震iの良心を義務づける意纒はないということがあ

げられる。そこで良心にだけ闘わるように｛乍られ．

る法は，全く簿の効力もないこと紅なる。なぜな

ら．どのような人も，法を遵守したのか侵猫した

のかどうかは，霞葉や行為以外によっては識溺不

可能だからである．そしてまた穫健たち嚢身も，彼

ら6）説教する信鐸1こ関して，議得と教導の地には，

人々の良心に蠕して支麓を企てようとはしなかっ

た。したがって．聖パウ鷺は，コ婆ント人達のi論

争に麗して，彼と残彗の使徒達は信輝を支醒する

つもζ縁まなく，｛建らの喜びために協力すると語っ

た（コリント人への手紙聾，レ24／。

尋、全ての梅事において，キリスト教徒が彼らの

　主権者に慰して負うべき鰻従を護塾する聖書

　の籔所。

　そして披らの良心から生じた行為について，そ

れを規鱗することが平報のための唯i…び）手段であ

る場合に，もし彼らがその正義を誉受し得ないと

いうのであればッギ正義と平秘はお互いに求め合

うjと我々に教えるその宗教にお鵠て．神に越す

る歪義と人々の驚6）平壌が両立することは不欝能

となる。そして我々は，マタイによる福音書23－2．

3に「律法学者やファ縫サイ淑の人々は．モーゼの

座についている。だから彼らが言うことは，全て

行い，また守参なさいjとあるように，人離の権

威に対する絶対的綴従についての多くの戒律を

持っている。そしてその上，律法学者やファ婆サ
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イ濠の人々は，祭司ではなく，嚢俗離権威を持つ

人々だった。また，ルカによる橿音書縫4？にお

いては次のように譲られている。「講輪で争えば，

どんな圏も荒れ果て亨家隷重なり合って欝れてし

まうおここで内輪もめをしているというのは，馨

ではなく，一人ひと参の行為が私的な意見，もし

くは良心によって支醗され，その上でその行為が

攻撃の機会や平秘への慢猫を与えることではない

のだろうか。また，冒一マ信徳への手紙欝一5には

こうある。「だから，怒りを逃れるためだけでなく，

良心のためにも，これに従うべきです」。また，テ

トスヘの手紙3－5にはこうある。「人々にラ次のこ

とを悪い鐵させなさい。支醗者や権威者に験し，こ

れに従うことゴ。またラペトロの手紙1ケ2一欝、慧に

はこうある。「主のため1こ，全ての入臨が立てた麟

度に従いなさい。それが，統治者としての皇帝で

あろうと，あるいは．悪を行う者を越羅し蕃を行

う者をほめるために皇帝が派遣した総督であろう

と，霰従しなさい婆．また，ユダの手紙，8籔には

こうある。「緯じようにこの夢想家たちも，身を汚

し，権威を認めようとはせず，栄光ある考たちを

あざけるのです」。蟹家共講体における全ての被治

者が，子どもたちや召使の性質を帯びたものであ

るように，彼らに命令する者は，全ての被治者達

への命令である。全くのところ，聖パウ欝は，コ

澄サイの信徒への手紙3一鱗．22で，次のように

語っている。「子どもたち，どんなことについても

講親に従いなさい。それは主に喜ばれることです」

「奴隷たち，どんなことについても肉による主人に

従いなさいお鰹23難「韓をするにも，人に嬉し

てではなく，主に殺してするように，心から響い

なさいおこの篇藪をよく考えてみると．キ婆スト

教的鼕鼕家業購棒紅おけるいかなる人も，「人よ撃

は，神1こ従うことび）1漂う毒蛇より墨葺き事である蓋　と

いうことを根鑓として，公的な権威に疑うことを

否定する璽由を与えることになるとすれば，私に

は奇奏舞こ思われる。と雛うのは，聖ペテ欝と｛吏徒

たちが，ユダヤ入の宗教会議に対し，キリストを

説教することを禁ずると返答したとしても，キ蓼

スト教徒達が，披らにキリストを説教することを

命令した綾らのキリスト教徒の統治者に反対し

て，宗教の事梅においてそれと講じことを引き合

いに鐵す遷霞は欝もないからである。神への純粋

な騒鍵と人鵜への純粋な賑従との表面上のこの矛

震を解決するために，我々は，キ亨スト教徒ぴ）主

権者の下にある，もしくは不鑑心な主権者の下に

あるキ》スト教徒である被治者について考察する

ことにしよう。

5．情婦の基本：的な要点とそこからの派生1物との

　区灘の提示。

　キサスト教徒である主権者の下においては，

我々が彼らに従うことのどのような行為が全能の

神によって禁じられ，どのような行為が禁じられ

ていないのかを考察しよう。我々が彼らに従うこ

とにおいて禁じられている行為は，我々の救済に

必須である信｛繹の否定を暗に慧糠するような行為

だけである。というのは，さもなければ，命令に

背くどのような嚢実もあ撃得ないからである。と

いうのも，　もし来轡！紅おける永遠の死がないのな

ら，　自分よ警優越垂勺なメ、の不評を買うこと善こよっ

て醗糧での死の亀験を身に招く者などいないから

である。したがって，我々の救盤主と／更経たちが．

そ親らを信ずることなしには人は救済されること

がな麺と宣言したその鬱念である命題や箇条とは

どσ）ようなものであるのかが闘われなければなら

ない。そして，それから全てのその飽の｛欝輝の要

点，それは現姦論争されているものであ撃，諸宗

濠sects，教皇派P呂律sts，ルター諏，カルヴァン

振，アルミニウス潔，その飽（書き鱒代には，肇

パウ欝会員玉）諏総ts．ア宏ロン崇拝考A鈴1一

麺厩謎登s，ケパロス崇鐸考Cε登嶽s訟雛sのような

もの）を形成したのであるが，彼の上位者への霰

従を否定する老舌こは保持するする必要のないこと

が必然的であるその飽の信樺の要点が闘われるだ

ろう。そして，救済に必須の信鐸び）要点を，窟．は

「基本的なもの裁婁認卿鯵漉認」と呼び，全てのその

趣のものを「派生的なもの躍卿欝魏κ姦磁幻と呼ぶ

ことにする。
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6．信鯵の基本的なものの要点の説瞬。

　全ての論争に瞬わ撃なく，入閣の救済のために

信鐸されるべき必須の要点として，ギイエスは救鍵

主である」，すなわち「イエスはキ1タストである」

ということ以上の要点はない。その命題には，「彼

は濾を塗られた考である」というように，いろい

ろな種類のものがあるが，趣旨は織じである。　と

いうのは，それはキ亨ストという言葉によって意

味されるからである。すなわち「彼は，イスラエ

ルの真の含法的な王であった。ダビデの、憲子であ

今，量弊の救量主であった。イスラエルの救覇者

であ蓉，神の救済であった。轡弊に来られた披は，

神の患子であった」とあるからである。そしてま

た私は以下にように誌されている箇所を通して，

理在のア壁ウス振Ar訟欝への反論としたい。髄

徒言行録3一欝，ヘブライ人への手紙§一5「禅の患

子諜，ヨハネによる篠警書i一握．箆，望ハネによる

福音書3産6．露，ヨハネの手紙ま、逢一警軒父の独蓉

子」，ヨハネによる橿憲書i穫，葺ハネによる籏音

書2翻箆「私の禅」，コロサイの信徒へσ）手紙2尋

「キ饗ストび）内には，満ち溢れ．る禰牲が，余すとこ

ろなく見える形をとって宿っている」。薪聖なる考，

神の聖なる者，死からよみがえ拳罪を許す者」。こ

れらカ§，　「イエスはキ》ストである」ことの言莞墾で

あり，一般的な簿条である。したがって，この要

点とその全ての議瞬が基本的なものである。そし

て以下の引曙から，そσ）ことがまた推断される。父

なる神への毒、重鐸，ヨハネ1こよる福音書i2護魔わた

しを信じる者は，わたしを信じるのではなく，わ

たしを遣わされた方を信じるのである」。ヨハネの

手紙亜．2一器「御子を認めない者はだ蕊も，鱗父に結

ばれていません」。精霊としての挿への繕簿，それ

についてはイエスは次にように欝われた。ヨハネ

による藩音書慧一驚「しかし，弁護者，すなわち，

父がわたしの名によってお遣わしになる精霊が雌，

そしてヨハネによる福音者欝老6「わたしが父の

もとからあなたがたに遣わそうとしている弁護

霧，すなわち，父のもとから出る真遷の叢が来る

蒔，その方がわたしについて証をなさるはずであ

る」。髪講への艦籍．それによって，私たちが上記

2毒総無毒弩

の要点と擁の不滅を麟ずるもの。それなしには，彼

が救済者であると落ずることができないもの。

7．　それらの基本的な要点を藩ずることは，信鐸

　　としての救済を求めることに全てつながる。

　そして上記のことが救済に必須の信輝の要点で

あるように，それら慧また欝輝の事構として唯i一

のものであり，キ》スト教縫としての召命として

唯i一本質的なものである。そしてそれは聖書の中

の多くの明滋な籔講に現れている。ヨハネによる

髭音書襲3§ドあなたたちは塑書の中に永遠の命が

あると考えて，聖書を蘇究している。ところが，聖

書はわたしについて証をするものだあさてここに

おいて「聖書」というのは，賑約聖書を意味して

いる（新紡聖書はその時はまだ存在してないか

ら／。瞬約聖書において我々の救壁土に絶して書か

れているその懸輝は，永遠の命を獲得することの

ために十分な億鐸であった。しかしながら，鰻約

聖書においては，キリストが救世主であること，そ

してそれに基づいて基本的な信蝉のi要点に帰属す

るようなものごと以外の事極縁縛も啓示されてい

な鵠。したがって，．露己のヂ基本的」な要点は，救

済にとって十分な信鐸である。ヨハネによる福音

書翻28．2§にはこうあるひ「そこでかれらが，舜率

の業を行うためには，舞をしたらよいでしょうか透

というと，イエスは答えて言われた。『神がお遣わ

しになった者を信じること，それが神の業であ

るお。信ずべきことは次の要点である。「キリスト

は神から理れた。それを信ずる人は，神の御業を

為す」。ヨハネによる福音霧縫一2§．27にはこうあ

る．「『生きていてわたしを信じる考はだれも，決

して死ぬことはない。このことを信じるか。選彼女

は言った。影はい，主よ，あなたが轡1轟こ来られるは

ずの神の子，メシアであるとわたしは震じてお参

ます幻。続けて，ギこのことを欝じる者は決して死

ぬことはない」とある。また，　ヨノ、ネによる福音

書2轟一鍛にはこうある。「これらのことが書かれた

のは，あなたがたが，イエスは神の子メシアであ

ると信じるためであ拳，また，信じてイエスの名

によ弩命を受けるためである」。以上の事梅が，
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我々の救済のための薦輝として要求されているこ

との全てである。そして，3ハネの手紙亙．轟一2には

こうある。「イエス・キ彗ストが肉となって来られ

たということを公紅言い表す霊は，すべて神から

農たものです」。またヨノ、ネの手紙亙．5一至にはこう

ある。「イエスがメシアであると｛叢じる入は皆，神

から．生まれた者ですおそして海5簸にはこうあ

る。紅だれが琶に打ち勝つか。イエスが神の子であ

ると信じる者ではあζ1ませんかj。嚢i3舞舞「神の

名を信じているあなたがたに，これらのことを書

き送るσ）は，永遠の命を得ていることを矯らせた

いからです藩。優徒書行録8講§、37にはこうある。

「寵窟がいった。罫ここに水があ参ます。わたしが

バプテスマを受けるのに，なんのさしつかえがあ

拳ますか溝こ麓に対し，ピ夢潔は，「あなたがまご

ころから観じるなら，受けてさしつかえはあ晦ま

せん」と言った。すると綾は，ぎわたしは，イエス・

キ》ストを禅σ）子と信じます涯と答えた」。以上の

ことから，上記の信鐸の要点が，人々が洗礼を受

けるために，すなわち，キサスト数鑓となるため

に一新分なことであったことカ§わカ》る。｛吏徒言行壷象

鯵一2§、3春．3至善こはこうある。「看守慧，窮かりを

詩って来させて牢の中1こ飛び込み，パウ握とシラ

スの蕪に震えながらひれ伏し，二人を外へ連れ慰

して震った．蓼先生方ラ救われるためにはどうすべ

きでしょうか雲二人は言った。ζ主イエスを観じな

さい。そうすれば，あなたも家族も救産）れます難．

そして，五匂祭における聖ペテ窪の議教は，1イエ

スはキ蓼ストであるjということの説覇以タ峯の｛響

秘でもなかった。「人々はこれを闘いて，ペトロと

飽の猿鍵たちに，『わたしたちはどうしたらよいの

ですか選と尋ねた。するとペテロは彼らに馨った。

ζ悔い改めなさい。めいめい，イエス・キ婆ストの

名によって洗礼を受け．罪を許していただきなさ

いお。また，ローマ人の緩徒への手紙i集§にはこ

うある．縫でイエスは主であると公に誘い表し，

心で神がイエスを死者の申から復活させられたと

信じるなら，あなたは救われるからです」。これに

付け換えられるもび）としては，キサストがある人

のイ言馨を灘とした簾所があ弩，それが新約聖書か

ら採られたものであるなら，常に，言うまでもな

く，基本的な信鐸6）要点あるか，もしくは岡意義

なものである．それは耀えば．マタイによる福音

妻8－8での，百．大鎌長の次の緩謹羅のようなもので

ある。「ただ一言おっしゃってください。そうすれ

ば，わたしの僕はいやされます」。これは．神が全

籠であることへの暴鐸である。また出嚢の病を持

つ女難の信鐸としては，マタイによる福音書§一2i

に次のような護がある。「この方の彗露こ騒れさえず

れば甕してもらえるおこれはキ寝ストがメシアで

あったことを暗に意練している。壽入紐要求され

た鶴擁としては．マタイによる福音叢襲墜次のよ

うにある。「わたしにできると欝じる力彗。マタイ

による福音叢懇一22にある，彼は「ダビデぎ）慧子」

だった．と言うカナンの女の鑑輝も，暗に講じこ

とを意1録している。そして，ここで引絹する6）に

はそれが余○に多数なので，私が省き，そしてま

たキ夢ストの闘雛かけに溝疑しない煮たちとの会

話も私は省いたのだが，我々の救盤主が誰かに信

鐸を命じている箇所は，攣1外なく，1雛鐸の基本的

要点である。そして要求される信繹がこの地続な

け重葬ま，議教されることも飽にない。というのは，

霞約壁書8ン覆震音はその飽の一説教は行わなかった

からである。そして洗礼者ヨハネ縁，神8）玉籤．す

なわちキサストの三五属隷近づいた，とだけ説教し

たからである。同じことが，マタイによる福音書

欝一7において，十二梗経たちに言われている。

i㎜行って．衝天の驚は近づいた至と述べ伝えなさいゴ。

また，綾縫言行録1翻5には，パウロがユダヤ入に

説教し，ユダヤ人に薄して「イエスはキ1フストで

ある」と力強く譲三しした，とある。そして，キ肇

スト教徒に気づいた異一教経たちは，飽でもなく，キ

撃ストー教徒が信じている「イエスが王である」と

いう書葉を瞬ぶことになった。使徒言行録葺一§，7

貯量界中を騒がせてきた連中が，ここにも来てい

ます垂被らは皇帝の勅令に背いて，ζイエスという

磯の王がいる垂と言っています擁．そしてこれが

預喬の全てであった．つま箏人聞はもとよ1）悪霊

をも蕪じている彼らの告議の全てであった。「ナザ

レのイエス，ユダヤの芝j，これが披の十字架の権
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原であった。茨の冠，葦の杖，そして十字架を運

ぶ人であること．これが，1『ホサナ聲｛ヲ躍欝撚」と

いうことの意味であった。これが，鐘者の財産を

取るように命じ，ゼ主がご末羅である」と申し趨る，

我々の救後室による権原であった。そしてこの権

簾によって，綾はそこで斎場が縫かれていた異端

の神殿を浄化した。使経たち露身もまた「イエス

は救轡！主である」ということ以圭1のことを信じな

かったし，それ以上のことを建解もしなかった。と

いうのは，彼らは，我々の救轡f主が復活するまで，

救轡1主とは現量の王に過ぎないと建解していたか

らである。さらにそσ）上，この要点，「キ縫ストは

救鰹1窯である」ということは，種々様々な箇所に

おいてその霜葉，もしくは講義的な言葉によって

特幾に表現された。マタイによる福音叢重6一懇で

ペテ賞は次び）ように霧聾した。「あなたはメシア，

生ける神の子です」。それに対して我々の救髭主は

言った。（緯18簸）ヂわたしはこの岩の．ヒにわたし

の教会を建てるおしたがって，この要点はキぴス

ト教教会の全体的な基礎である。パウロは環一マ

信疑への手紙蔦一鎗で次6）ように言っている。「こ

5）ようにキ1ヌストの名がまだ短られていない所で

福音を告げ知らせようと，わたしは熱心に努めて

きました」．聖パウ讐はコ琴ント信徒への手紙至，

3一講において，彼がコサント人をその濠雛争いや

奇妙な教えや疑闘拶）ために咎めた鋳に．「基本的」

な要点と1その、舞こ建てられるもの」とを区臠し

て養った。ヂわたしは神からいただいた恵みによっ

て，熟練した建築家のように土台を据えました。そ

して簸の人がその上に家を建てています。ただ，お

」）おの，どのように建てるか注意すべきです。イ

エス・キ婆ストという疑に擬えられている土台を

無臠して，誰も縫の土台を擁えることはできませ

ん」。またコロサイの信徒への手紙2講，質こはこう

ある詳あなたがたは主キ婆ストを轟け入れたので

すから，キリストに結ばれ．て歩みなさい。キ》ス

トに根をおろして造讐上げられ，教えられた通1り

の猛擁をしっか弩守参なさい島

2蟹施隼6舞

8．基本的ではないそσ）飽の要点は，信蝉の事嬬

　　としての救済に必須のものではない。そして

　ある人の救済への信輝の方法は，飽の人につ

　いても霧様である。

　溶エスはキサストである匪と雛うこの麓条が曜

一・ ﾌ基本的な，そして必須である緩稗iの要点であ

ると示したので，私は二三点，説墾を付け換えよ

うと思う。それはその飽の要点を示すためである

が，それらは真実の事櫓であるにしても，人がそ

才むをイ言じなけれぼ『救われ．なも｝というような，イ言じ

ることが必須の事樋ではない。まず第一一に，もし

人が，全ての論争における真実に心から濤意がな

ければ救われないとしたら，その論争は今や宗教

1こ麗する蕩嚢的遊説であるのだが，ど」）ような人

が救われて生きるのか，私書こは分からない。そ就

は，いうなれば難解で奇妙な短識1こ満たされた舞

大な神学者である人ということになる。そこから

すれば，人はなぜ，マタ償こよる蕪音鬢茎三一鋳で，

「わたしのくびきは負いやすい」と言った我々の救

盤主が，霧難な事樋を要求していると考えるのだ

ろうか。もしくは，主は，マタイによる福音書玉8一

§において，「わたしを信じるこれら小さな考」と

覆われたのだろうか。もしくは，善き盗賊が，十

字架の一kで十分な鵜答を為したと考えられたのだ

ろうか。もしくは，どうして聖パウロが稜の聾心

で直ちにあれほど完全なキ1ヌスト教徒紅なりえた

のか。そして，欝分に鰐して基本的な信輝の要点

を霧確にされた入は，それを暗に示された人よ蓼

多く霰従を負うので慧あるが，それでもなお．あ

る者と幾の者とに対してラ救済6）ために要求され

る揺鐸は講じものである。というのは，置一マの

緩徒への手紙聾鱗こあるように「甦でイエスは主

であると公に言い表し，心で神がイエスを死者の

申から復活させられたと｛言じるなら，あなたは救

われるからです」ということが，そして「イエス

はキサストであると信じる考は，だれであろうと

神の下に生ま義たものです3ということがもし真

実ならば，その要点を信ずることは，どのような

者であれ，欝鐸に関する鰻絵その人にとって救済

に十分なことだからである。そしてヂイエスはキ
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》ストである」ということを欝じない人は，飽に

どのようなことを信じて雛たとしても救われない

という観点からすれば，盛然4）結果として，薦鐸

の事癖紅おいて，地者が救済を要求できない誇と

瞬じようにどの入も救済を要求すること力量できな

いα

§．キ縫スト教徒にとって必須である信揮の要点

　　ではないその飽の派．生梅について。

　これら6）基；本的な信鐸の要点については，宗濠

が異なるにも闘わらず，キ弓スト教鍵iの闘嘉こはほ

とんど論争はない。したがって，宗教」）講争は，救

済において必須ではない要点に聞するものが全て

である。その中の幾つかは，「基本的な」要点から，

大閤の推選によって生ずる教えである。弼えばそ

れは，本当の存在の様懇1こ離する教えであり，そ

こには，キ夢ストの全饒姓と神性に関する信鐸の

鰯人的な信条と，それらの言葉のいくつが意味を

なさず，ギリシャのソフィストの偽善的な饗ぶ陰

1こ遺ぎない実体と餐有牲，種，本質，そして場所

から場藤への鵜有性の存在と移住に関するア婆ス

トテレスと逡遥学派の綱人的信条との潟含鞠が存

在する。そしてこれらの教えは，聖パウ服が稗

華ストに根を下ろして造診上げられるjように窮

に勧告した後に，コ讐サイ信徒への手紙2書にお

いて次のように瞬白に有罪の判決を下したもので

ある。そして被はさらなる警告として次のものを

与えた。「人聞の言い伝えに過ぎない哲学．つま慰

むなしいだまし事によって人のと彗こにされない

ように気をつけなさい3。そして，人鵜の自然運牲

によって基本的なことに弱孫6）ない聖書の場所か

ら生ずるようなもの，すなわち，漂露分連鎖，そ

して神の救済予定の方法など，それやこれやの教

えがある。そしてそれはまた哲学との混合物であ

る。すなわち，それはあたかも大開が，神が見．翼

き，語る方法吾こよらずとも，禅が意霰し，予定し

た方法を知ることが再籠であるかのごとくなので

ある。したがって，人は，神び）全能姓の本質につ

いて，理性によってなんらかの蕎宝鐸の要点を検讃

すべきではないし．遜盤iによって聖書から蕎らか

の帰結を引き鐵すべきではない。それは，饗牲1こ

よっては不可能なことなのである。したがって，聖

パウ窟は，ローマ鱈縫への手紙至2－3で次のような

良き繰灘を与えた。「自分を邊大載評慰してはいけ

ません。むしろ，揺鐸の度合いに感じて漢み深く

評慰すべきです」。すなわちそ轟らは，会得し難い

事柄に臠してヲ磨越に聖書からの彼ら臨身の癬釈

で，曝解のための療1理を生じさせることがないよ

うにとの蔑劉である．そしてこの神の救済予定と

人聞の欝滋意志に臆する講争の全ては，キ縫スト

教徒の専売特許ではない。というのは，我々は，こ

の主題については，紅運命」と「鶴然盛という名辞

の下に，エピクロス擁1とストア諏との閥で行われ

た論争における万巻の書物を持っているからであ

今，それゆえ，それは信鐸の事構ではなく，哲学

の事誘だからである。そしてそれが，基礎的な信

簿がそれと名づけられる以講1こおいては，その鐘

σ）信舞の要点に関する疑鷺の全てだった。そして

糠は，そのような疑闘を保持している人も受け入

れた。そしてそれが聖パウ讐の時代において，ユ

ダヤ入のキ1タスト教徒が自由に食べない梅を，異

邦人のキリスト教徒が自由に食べてよいも鋸）かど

うかについての論争だった。そしてユダヤ人は，食

べた異邦人を葬難し，聖パウロは葬難したf隷こ対

して次1こように言った。鷺一マ信徒へ6）手紙i4君

「食べない人は．食べる人を裁いてはいけません。

隷はこのような入も受け入れられたからですもそ

して，講じ章の第6籔において，そこは，聖なる

震を遵守すること紅閥する疑鐸につ鯵ての簿所で

あるが，そこにおいて異邦人とユダヤ人は見解を

異にしてお彗，彼らに対してパウ實は次にように

欝つた。「特甥の獲を，重んじる人意，主のために

重んじる。そして特驚6）響を重んじない入は，主

のために重んじない」。そして，そのような疑闘に

関して論争し，諸宗濠に分裂する看たちは，それ

融え｛露鋒への熱狂考と議題され，彼らの論争は，霧

量的なもの以外で隷あり得ないことが，聖パウ讐

によって，コ婆ント人への手紙袈磐こおいて確証

される。ギある人が舞ったしはパウ讐につく選と言

い，飽の人が蓼わたしはアポヨに雲などと酉って
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いるとすれば，あなたがたは，ただの人に過ぎな

いのではあつませんかj。というのは，それらは信

舞の潤題ではなく，知恵の開題であウ，そこにお

いては，現量的に，人々は飽人よ雛優れたものを

捜し求める気にさせられ．るからである。　というの

も，「イエスはキサストである」ということの難症

は，｛善葎の基本的な要点は，真紅，侮もないから

である書聖パウロは，次のように表萌した。「なぜ

なら，わたしはあなたがたの聡で，イエス・キリ

スト，それも華字架につけられたキサスト以外，侮

も知るまいと心に決めていたからですあそして，

テモテヘの手紙至．§一鎗，璽では次のように表窮し

た。「テモテ，あなたにゆだねられているものを守

撃，俗悪な無駄話と，不当にも知識と響ばれてい

る反対譲とを避けなさい。その知識を鼻にかけ，信

擁の道を蕗み外してしまった考もいます」。テモテ

ヘの手紙翌翌．2一欝にはこうある。「俗悪な無駄話は

さけなさいj。また瞬葦簾，欝簾にはこうある。

「その言葉は悪い腫れ物のように広が鯵ます。その

中にはラヒメナイとフィレトがいます。稜ら1ま，真

理の避を踏み外し，復活はもう起こったと善って．

ある人々の信簿を覆しています」。それによってパ

ウロが示したことは，人鶴の推鍾によって生ずる

疑翼が，それは基本的な信繹の要点自律に起面す

るものなのではあるが，それは，キサスト教の鱈

郷にとって必須」）ものではないばかりではなく，

最も危験なものでさえあると鯵うことである。以

上の全ての弓蒲から，私は，「イエスはキ夢ストで

ある達という箇条に含まれる事柄を1除けば，キ婆

スト教の異なる諸宗派で瑛在行われている論争に

おける緩輝の要点も，これまで譲争された簿らか

の要点も，救済ぎ）ために必須のものではあ彗得な

いという結論を一般的1こ弓1き珪至すのみである。　と

はいえ，脹鍵に臠しては，人聞は，このことに拘

束され、るということはあ陰欝る6）であるが。

驚．　救済に対し欝｛環と豆三義とはどのように業縁

　　して働くか。

　救済を獲得するためには，羅に瞬らかにしたよ

うに，蔚達した基本的な簸条への信鐸の健には聖

2辮春年§拷

霧から引き墨される信輝の事梅として簿も要求さ

れることはないのであるがッにもかかわらずう服

従び）事櫓として要求される絶の事柄が存在する。

というの縁，現琶の王国韓こおいて，王が課し得る

鑓罰を避けるために王の法に従わなければ，王の

権雇や権漂を十分認めることにはならないよう

に，　もしまた我々が，キ婆スト教徒における慧襲｛建

の申に存在する天の王羅の法であるキ夢ストの法

に従う努力をしないのなら，キ夢スト教徒の欝鐸

の中に存在する我々の救盤主が天匿の王であると

いうことを，十分認めることにもならないからで

ある。そして，第主部第5章で示した通り，天の

王羅の法が嘗然法である鰻雛，信鐸ばか馨ではな

く．自然法の遵守（それは人が，罪の欠落からで

はなく，正義であることを行う努力と継続的な意

志をとるという意味において，正義もしくは公正

と靉靆まれるものであるが）　もまた，つま蓼，信｛環

ばか彗ではなく，莚義も，そしてそれはその結果

から鰐撮とも呼ばれるが，そして時には行いとも

呼ばれるのだが，それらが救済にとって必須なも

のである。そのようにして，信纏と正義とは，救

済に対“してまさに共縛して働くので，この語（正

当とすること・義認舞s蓑轟く識t妻。簸）の一・般的毒こ認め

られる幾つかの意義においては，それら双方とも

至当にも，正当とすることといわれ，そしてそれ

らのいずれかの欠落1ま，至当にも．葬難ずること

と呼ばれる。というのは．王の権漂への疑いから

三焦1こ反暴1する。乱ばか弩ではなく，自己の精念の常

軌を逸したものからそれを行う人もまた，廼罰を

当然として受けるものだからである。そして信纏

と行いとが分離する蒔に．行いの伴オ）な軽信鐸1ま

死んだものと響ばれるだけでなく，緩葎を伴わな

い行いも，死んだ行二いと呼ばれる。それ海え，聖

ヤコブは，ヤコブの手紙2一葺において次のように

言った。「信輝もこれと瞬じです。行いが伴わない

なら，信鐸はそれだけでは死んだものです婆。そし

て岡篶簾で次のように言った。郵擁のない肉体が

死んだものであるように，行いを伴わない信輝は

死んだもσ）です」。そして聖パウ窮ま，ヘブライ人

への手紙§一玉で，｛藝輝の伴わない行いを「死んだ
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行い窪と呼び，そこで稜は言った。「死んだ行いの

悔い改めの基本的な教えを学び霞すようなことは

せず」。そしてこれらの死んだ行いということに

よってはう人間の凶悪的な騒従や正義のことと撃

解されるのではなく，嬉罰の恐簿からかもしくは

虚栄心から，そして名誉への欲望から生ずる確総

。餌羅魏蹴かもしくは外嚢的な行為と理1解され．

る。すなわち，死んだ行いとは髭群籍から分離され，

人聞の叢誌への道を闘ざすものである。そしてそ

の運戯こよ参，肇パウ麟ま，環一マの信疑への手

紙4において，罪人が義とされることにおいて，そ

れが律法の正しさに基づくことを馨除したのであ

る。というのは，人聞の行為への遷癒と罪の不在

を要求するモーセの律法紅よって，被造物である

全ての大開は，永劫の罰に対して責任あるものと

されるからである。したがって，ど6）ような人で

あれ，信餐i以外の行い紀よって義とされることは

な雛。しかしながら，もし，行いがそれらを為す

ための努力として受け取られれば，すなわち，も

し，その意志が行為のためのもの，もしくは，外

的な正しさのための内的なものと受け取られたな

ら，その時は，まさに行いは救済に寄与すること

になる．それゆえ，聖ヤコブの手紙第2牽一蟹にあ

るようなことが起こったのである。罫これであなた

がたも分かるように，人は行いによって義とされ

るのであって，信縷　だけによるのではあ障ませ

ん」。そしてこれらは，聖マルコによる福音書王一蔦

でヂ権い改めて，橿誉を信じなさい」とあるよう

に，救済1こ対して結合された。そしてルカによる

福音書i8．董8－22には次のような…議がある。軒ある

議員がイエスに，ぎ善い先生，終をすれば永遠の命

を受け継ぐことができるでしょう選と尋ねた鋳1に，

イエスは，ζ掟を守雅なさい薫と誘った。その議員

が鷺足は守っています茎と言った時に，イエスは

次のような馨樺を綾に言った。蓼持っているものを

全て売鯵払い，私に従いなさ“磨。そして3ハネ

による彊音書3－3暮には次のようにある。「御子を

馨じる人は，永遠の命を得ているが．郷子に従わ

ない蕎は，命にあずかることがないj。そこで彼は

明らかに賑従と信｛華とを結合して雛る。そして

ローマ倭徒への手紙ト賀1こは次のようにある。

「姦しい者は震鐸によって生きる」。全ての考では

なく，「姦しい者3なのである．というのは，「悪

魔もまた，｛蕪じ，そしておののく」からである◎し

かしながら，信鐸と正義（正義ということによっ

ては，罪の不在ではなく，繕神の善き意舞，いう

なれば行為のため」）意志と受け取られる；檸による

公正さをいまだ意味して鵠る／との双方は，いず

れも義とすることと艀ばれるべきなのではある

が，それでもなお，義認の行為における部分にお

いては区鷲されるべきなのである。というのは，歪

義は，それが赦しであるために義とすることと呼

ばれるのではなく，それが綾を正しい人と名づけ，

彼が権郷を持つ時にはいつでも，救済の状態と能

力を持つ者とするということだからである。しか

しながら，鬱鬱iは，それが正しい人を赦し，鞍の

不歪義な行いを許すという還窃で，義とするこ為

すなわち，赦すことといわれるからである。そし

てこのようにして，聖パウロと聖ヤコブからの次

の引網，「緩馨iのみが義とするまそして「人は信蔀

のみによって義とされるのではない3ということ

が櫨容れることにな拳，どのようにして，信鐸と

撫i綴とが救済に対し共賭して働かねばならぬのか

が示された。

簸、キ琴スト教的轡家業講捧においては，神と人

　　とへの霰従が両立する。

　考察されて来た以上の事極から，キ夢スト教的

国家共同体の主権麟権力の下においては，人闘の

法垂こ単純に従うことからの永劫の羅へのどのよう

な亀験も存在しないということが容易に窮らかに

なるだろう。という6）は．キ！ヌスト教を容認する

その主権者の下においては，どのような人も，救

済に十分な，すなわち，基本的な信鐸の要点であ

る信輝を，強いて放棄させられることがないから

である。そしてその飽の欝鐸の要点紅関してもそ

れら毒童救済毒ことって必須のものではないという観

点からすれば，もし我々が我々の行為をその法に

1績縫ヌさせるのなら，我々は，我々1こ許されること

ばか陰ではなく，我々の救轡1主によって教えられ
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た遵徳の法でもある自然法によって我々に命ぜら

れることも行うことになる。そしてそれも，我々

の救済に対して共疑して鱗かねばならな雛霰従の

一部なのである。

盈．　どのようなことであれ，喪心紅反することは

罪であるというこの欝条の解親。

　そして，どのようなことであれ，人が当分の良

心に反して行うことは罪であるということは真実

なのであるが，それでもなお圭嚢塁」）場合には，そ

の騒従は罪，もしくは震心に反することではない。

というのは，良心とは人聞の罎定されたsεttl磁

響漸や意見に萢ならず，彼が一景彼の判懸の権利

を地者に譲渡した時は，命令さ蕊るであろうその

享彗鋲は，健茎考のものと綾のものとは瞬等になるか

らである。そして法へのそのような脹鍵は，人は

いまだ披露身6）罠心に綻って行うが，彼の私的な

喪心に従ってではない。そして，法が彼を綾の自

由にさせておき，その飽ではな雛蒔は，どのよう

なことであれ，私的な良心に反して為されたこと

はその藝寺1こは罪となる。そして，悪、しき行いであ

ると信じているばか肇ではなく，悪しきことであ

るかそうではないのか疑っていることでさえ，も

し，綾がそれを行うことを合法的に避けることが

できる場合は，どのようなことであれ悪しきもの

としてなされる。

慧．全ての人は，ある人聞的権威に論争を委託す

　　る必然性を認めるということ。

　そして，人は，論争における稜の意髭を，国家

i共縁体の権威に舞褻従させなけ津亙．ばならないという

ことが霧らかにされたように，またそれ．は．さも

なければそれを否定することになる彼ら一人ひと

管の実践によって正式に認められなければならな

い。というのも，髄者と意見を異書こし，裟自身力監

正しく，飽者が誤っていると考えている考が，も

し，露家全体が許容している意見と自分の意見が

講じも憂）であ撃，地者がその意見に従わなければ

ならないとしたら，だれが，それを鍵に選ってい

ないと思うだろう毒〉。　もしくは，一メ、やニノ、では

2雛昌年6鐸

なく，醒家全体の全ての禅学餐が，もしくは，少

なくとも彼が警む全ての神学者の会議体が，宗教

の全ての論争を決定する権力を持つとしたら，そ

れ憲こ満還しない壽などいるだろうカ㌔もしくは．彼

の意見を，教皇に，もしくは最高宗教会議に，も

しくは地方宗教会議に，もしくは後難身の醒の長

老に羅従させることに満足しない者が雛るだろう

か．そしてその上，全てこ轟らの場合，彼1ま被襄

身を人間の権威と嚢じものへ服従させるのであ

る。もしくは，聖書を解殺するある者，もしくは

その飽の者に籐従しない入は，聖書に彼自身を賑

従させているといわれることはない。もしくは，も

し聖書それ露俸で信輝に関する譲争における讐擬

の責務が果たせるのなら，一体なぜ，設立された

簿らかの教会統治が存在しなければならないのだ

ろうか。しかしながら，その真実は．人々が良心

の自由ばか酵ではなく，彼らの行動の自患をもま

た求めること，　もしくは，良・むの白露ばか蓼では

なく，地者を彼らの意見へと読得するという麗な

る自鐵をもまた求めること，もしくは良心の撫密

ばか陰ではなく，全ての人々は，主権的権威が，綾

ら自身が保持しているほどには．縫者の意見を維

持させないようにすることを望んでいること，と

いう頻議する経験によって明霞である。

鯵．　キツスト教を信じていない者の下における

　　キサスト教徒は，救済に必須である｛誘鐸に縫

　　するものごとにおいて，抵叢によってではな

　　く，その人の命令に従わない不歪義を免除さ

　　れる。

　したがって，キ婆スト教的覆家共欝体にお藩て

は，搾と人間との講者に従うことの醒難性は簿も

ない。すなわち，全て6）醤難難iとは，以前はキ夢

スト教を信じない者の権威に賑していたが，キリ

スト教の信鐸を受け入れることになった人が，そ

れによって宗教の事擁1こおける綴従の義務を免除

されるのか，否かという点にかかっている。その

場合，霰従の全ての信約は，人聞の生命の保存の

ためにそれが行われるので，もし人が，キ蓼スト

教を観じない者の命令に従うよむもむしろ抵航せ
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ずに…命を投げ警つことで満足するのなら，その

困難な状混においては，稜はその義務から十分免

除されると考えるのが理に遜っている。というの

は，どのような信約も努力を超えて拘束はしな輪

のであるからである。そして人が覚しい義務を実

行することによって現在の死が確かにされる時に

は，もし入がその姦しい義務の実行を確かにでき

ないのなら永劫の罰を受けると後が心の中で信じ

ていることの実行をするものと等しく窮侍するこ

とができるだろう。そして人懸の法に縫うことに

興することから生ずる良心の咎めに大いに麗保す

るそのようなことは，擁の法を自分達自身で解殺

することから来る。それらから生ずるその良心の

咎めを取り瞼くために，主権的権威によって聖職

に任命されたのではない鼈煮に毅らの識争を騒さ

せる遵が残る。そしてこれは私が次章で言及する

ものである。

　　　　　　　　　　　（2鼕鼕銭年4丹欝欝受逡／


